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眼科 領域 にお け るCefotiamhexetilの 臨 床 的研 究
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新 しいセファロスポ リン系の経口抗生剤cefotiam hexetilを 麦 粒腫18例,瞼 板腺炎15

例,角 膜潰瘍2例,角 膜浸潤1例,涙 嚢炎6例 の計42症 例 に投与 し,そ の臨床的効果を検

討 した。本剤 を1回100mgま たは200mg,1日3回,経 口投与 したところ,著 効10例,

有 効30例,や や有効2例 とな り,有 効率95.2%と 優れた成績が得 られた。また,副 作用は,

全例に認められなか った。
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Cefotiam hexetil(CTM-HE,SCE-2174)は,武 田薬

品工業 株式 会 社 に よ り開発 され た 広域 性 注 射 用 セ フ ァロ

スポ リンのcefotiam(CTM)の4位 カル ボ キ シル 基 を エ

ス テル化 す る こ とに よ り,消 化 管 吸収 性 を高 め た経 口剤

で,そ の化学 構 造 式 はFig.1の 如 くで あ る1)。本剤 は,グ

ラム陽性 菌 な らび に グラ ム陰 性 菌 に対 して,既 存 の経 ロ

セ ファロ スポ リン に比 し,優 れ た抗 菌 力 と幅広 い抗 菌 ス

ペ ク トル を示 す こ とが知 られ て い る2,3)。

Fig. 1 Chemical structure of  cefotiam hexetil

今回我々は,CTM-HEを 外眼部感染症に対 し使用す

る機会を得たので,以 下にその成績を報告する。

1. 試 験 方 法

1. 対象 および方法

昭和61年12月 よ り昭和62年9月 までの間に,杏

林大学病院眼科および公立阿伎留病院眼科 を訪れた

外来患者で,19歳 か ら75歳 までの男子17例,女 子

25例 の外眼部感染症42例 に対 し,原則 としてCTM

-HEを1回100mg
,1日3回 経 口投与 した。なお症

状に応 じ1回 投与量 を200mgま で増量 した。その

内訳 は,麦 粒腫18例,瞼 板腺炎15例,角 膜潰瘍2

例,角 膜浸潤1例,涙 嚢炎6例 であった。

2. 臨 床効果の判定基準

麦粒腫,瞼 板腺炎では投与後3日 以内に治癒 した

ものを著効,7日 以内に治癒または著 しい症状の改

善 をみた ものを有効,そ の他の疾患では7日 以内に

治癒 または著 しい症状の改善 をみたもの をそれぞれ

著効 または有効 とし,7日 以後になっても症状の改

善 をみないものは無効 とした。

II. 臨 床 成 績

42例 の 内訳 と投与方法,総 投与量,臨 床効果,検

出菌,副 作用は,Table1に 示 す通 りである○

1. 疾患 別臨床効果

1) 麦粒 腫

Case No.1～18の18症 例 である。眼分泌物の培

養により,3aphylococcus aureusとStaphylococcus

spp.が 各 々4例, Bacillus subtilis, Corynebacterium
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sp.が1例 ずつ検出された。症例7で は投与により,

へ菌交代が認め られた。全例が投薬7日 以内に治癒

してお り,著 効2例 を含めて有効率は,100%で あっ

た。

2) 瞼板腺炎

症 例19～33の15症 例 で あ る。検 出 菌 は,S.

aureusが2例, Staphylococcus spp.が4例,Bor

B.subtilisよ りMicrococcus sp.,Streptococcus　 mitis

detella parapertussis, Pseudomonas putida,

Acinetobacter calcoaceticus, NF-GNRが 各 々1例

ずつであった。臨床効果は,著 効5例 を含めて全例

が有効以上で有効率は麦粒腫同様,100%で あ った。

3) 角膜 潰瘍

症例34と35の2例 で,症 例35よ りMicrococcus

sp.が 検 出されている。いずれ も投与7日 以内に治癒

してお り,著 効 と判定した。

4) 角膜 浸潤

症例36の1例 で,S.aureusが 検 出されている。

投与2日 後 には著 しい症状の改善をみ,6日 後には

臨床症状は全て消失したので,著 効 と判定 した。

5) 涙 嚢炎

症例37～42の6例 で,St7eptococcus pneumoniae

とStaphylococcus spp.が 各々2例 ずつ検 出されて

いる。臨床効果 は,有 効4例,や や有効2例,有 効

率66.7%と 他 の疾患に比べ劣る成績 となった。これ

はほとんどの症例が,鼻 涙管閉塞を基礎にした慢性

涙嚢炎の急性増悪 と考えられる症例であ り,投 薬に

より眼痛,眼 瞼腫脹,発 赤等の症状は消失 したにも

かかわ らず,膿 汁の逆流が持続するとい う経過をた

どった ものが多 く,従 って投薬期間 も長期におよん

だ症例が多か った。

以上の成績は,本 疾患の性質上,や むを得ない面

Table 2 Clinical effect of cefotiam hexetil on diagnosis

Table 3 Bacteriological response of cefotiam hexetil on isolated organism
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があると考 えられた。

以上をまとめて疾患別臨床効果 を,Table2に 示

す。

2. 分離 菌別細菌学的効果

Table3に 投与前分離菌の消長 を示す。投与前 に

菌が分離された26症 例 中,投 与後 も菌の検索が実施

された症例は,10例 で あった。残 りの投与後菌の検

索が行われなかった16例 については,眼 脂をは じめ

とする臨床症状の消長 をもとにして,細 菌学的効果

を判定した。

グラム陽性菌では,S.aureus 7株,Staphylococcus

spp,10株, Micrococcus sp., B.subtilis,Cor

ynebacterium sp.が それぞれ1株,S.pnenmmiae

2株 が 検出 され た。 うちStaphylococcus sp.の1

株,S.pneummiaeの1株 を除 き,菌 は消失 し,消

失率は95.2%で あ った。但 し,B.subitilisが 検 出 さ

れた1例 は,薬 剤投与後Micrococcns sp.とS.mitis

へ の 菌交代が 見 られ た。 グ ラム陰性 菌 では,8

parapertussis, P.putida,A.calcoaceticus,NF-GNR

がそれぞれ1株 ずつ検出され,B.parapertussis, P.

putidaは 消失 したが,A.calcoaceticus, NF-GNRは

存続 し消失 率は50%で あ った。計26株 中消失22

株,不 変3株,不 明1株 で,消 失率は88.0%で あっ

た。

III. 考 察

CTM-HEは,広 域性注射用セフ ァロスポ リン剤

CTMの4位 カルボキシル基 をエステル化 して,腸

管の吸収性を高め経 口剤 としたものである。本剤は,

腸管組織内のエステラーゼによ り分解 されてCTM

とな り抗菌力を発揮する1)。CTMは,既 知の如 く,

グラム陽性菌に対 して強 い抗菌力をもち,グ ラム陰

性菌 に対 して も抗菌力が強 く,広 いスペク トルを有

する2,3)。

眼科領域における感染症 からの検出菌は,グ ラム

陽性球菌が最 も多 く,次 いでグラム陰性桿菌,嫌 気

性菌 とされている4)。

今回検討 した42症 例よ り分離 された26株 におい

ても,グ ラム陽性球菌が20株 と80%近 くを占め,そ

の中では,S.aureusとStaphylococcus spp.が 計17

株 と85%を 占 めた。一方,グ ラム陰性桿菌は4株 で

15%で あ った。この結果は,CTMの 抗菌 スペ ク トル

からみて,大 部分が感受性菌であり,本 領域の感染

症に本剤が十分有効 性があることを伺わせた。実際

に臨床効果をみて も,麦 粒腫,瞼 板腺炎では100%,

全体 でも95.2%と,優 れた成績 を示 した。

また副作用 も全例 に認められなかったことを併せ

て考 えると,CTM-HEは,眼 科領域の感染症におい

て,有 用性の高い薬剤である と考えられた。
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Cefotiam hexetil (CTM-HE) a new oral cephalosporin antibiotic, was administered to a total of 

42 patients, namely 18 patients with hordeolum, 15 with meibomitis, 2 with corneal ulcer, 1 with 

corneal infiltration and 6 with dacryocystitis, to evaluate its clinical efficacy. CTM—HE was given at 

100 mg or 200 mg three times a day after meals, and the duration of administration ranged from 3•`35 

days. The clinical efficacy was excellent in 10 patients, good in 30 and fair in 2, the efficacy rate being 

95.2%. There were no side effects.


